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影響が
出ている

83%
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影響が
出ていない

影響が
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44%
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影響が
出ていない

企業経営への影響（２月、５月）図1

「売上の減少」の具体的要因（単位：件）図2
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今
回
の
調
査
は
、
前
回
調
査
（
2
月
）
後
に
ど

の
よ
う
に
状
況
が
変
化
し
て
い
る
か
を
把
握
し
、

よ
り
会
員
企
業
に
寄
り
添
っ
た
施
策
を
実
施
す

る
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
き
な
目
的

で
す
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
に
状
況
が
変
化
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
点
に
も
留
意
し
て
お
読
み

く
だ
さ
い
。

　

本
調
査
報
告
書
の
全
文
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
調
査
結
果
】

■
業
種
構
成

　

回
答
企
業
の
業
種
構
成
は
サ
ー
ビ
ス
業
（
24
％
）、

製
造
業
（
18
％
）、
建
設
業
（
16
％
）、
卸
売
業

（
12
％
）、
小
売
業
（
12
％
）、
飲
食
業
（
8
％
）、

そ
の
他
（
10
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
市
内
企
業
の

業
種
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た
構
成
と
な
って
い
ま
す

■
影
響
の
有
無（
図
1
）

　

企
業
経
営
へ
の
影
響
の
有
無
に
つ
い
て
は
「
出

て
い
る
（
83
％
）」「
出
て
い
な
い
（
17
％
）」
と

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
前
回
（
２
月
）
調
査
で

は
「
影
響
が
出
て
い
る
」
と
し
た
企
業
は
44
％
で

し
た
か
ら
、
約
２
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
緊
急

事
態
宣
言
後
の
わ
ず
か
３
カ
月
間
で
さ
ら
に
業

況
が
悪
化
し
、
多
く
の
企
業
が
影
響
を
被
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

■
影
響
の
内
容

　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
、「
売
上
の
減
少
（
70
％
）」「
資
金
繰

り
の
悪
化（
10
％
）」「
仕
入
の
減
少（
６
％
）」「
仕

入
値
の
高
騰
（
３
％
）」「
売
上
の
増
加
（
２
％
）」

「
そ
の
他（
９
％
）」で
し
た
。
前
回
調
査
で
も「
売

上
の
減
少
」
が
最
も
多
く
65
％
で
し
た
。

　

そ
の
他
の
回
答
に
は
「
工
事
の
中
止
」（
鉄
骨

製
造
、電
気
工
事
他
）「
イ
ベ
ン
ト
中
止
な
ど
」（
仮

説
ト
イ
レ・介
護
用
品
リ
ー
ス
、
ホ
テ
ル
他
）、「
作

業
員
の
健
康
管
理
」（
左
官
工
事
）
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

■「
売
上
の
減
少
」の
内
訳（
図
2
）

　
「
影
響
の
内
容
」
で
70
％
の
企
業
が
挙
げ
た

「
売
上
の
減
少
」
の
内
訳
に
つ
い
て

詳
し
く
見
る
と
、「
日
本
人
顧
客
の

行
動
自
粛
」
と
回
答
し
た
企
業
が

１
２
３
件
で
、
前
回
調
査
の
57
件
を

大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
こ
の
理
由

と
し
て
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
国

民
全
体
へ
の
不
要
不
急
の
外
出
自
粛

な
ど
に
よ
り
、
年
度
末
の
歓
送
迎
会

等
の
宴
会
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い
だ

こ
と
や
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間

中
の
客
足
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
「
国
内
生
産
活
動
の
縮
小
」

が
58
件
で
、
前
回
の
11
件
の
約
５
倍

と
な
り
ま
し
た
。そ
の
理
由
と
し
て
は

「
取
引
先
の
休
業
な
ど
で
自
社
の
業

務
が
滞
っ
て
し
ま
う
」「
感
染
拡
大

防
止
の
恐
れ
が
あ
る
対
面
接
客
を
避

け
る
た
め
、
営
業
活
動
が
行
え
な
い
」

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
具
体
的
な
影
響
の
状
況

　

具
体
的
な
影
響
に
つい
て
、
さ
ら
に

踏
み
込
ん
で
聞
い
て
み
ま
し
た
。
回

答
の
中
か
ら
業
種
別
に
主
な
も
の
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

製
造
業

◎
受
注
減
少
（
印
刷
）

◎
顧
客
の
設
備
投
資
意
欲
の
低
下
、
現
地
作

業
の
遅
延
（
金
属
製
品
）

　

建
設
業

◎
現
場
作
業
の
中
止
に
よ
り
人
員
が
余
る
（
と

び
工
事
他
）

◎
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
前
の
案
件
が
あ
る
が
、
今
後
は
受
注
が
減

少
す
る
と
思
わ
れ
る
（
電
気
通
信
工
事
）

　

卸
売
業

◎
観
光
地
向
け
販
売
の
減
少
（
菓
子
）

◎
得
意
先
の
売
上
減
少
に
よ
る
影
響（
酒
類
他
）

　

小
売
業

◎
来
店
客
が
来
な
い
。
現
状
の
打
開
策
が
な
い

（
靴
・
自
動
車
他
）

◎
売
上
減
、
社
員
の
感
染
防
止
対
応
備
品
の

設
置
な
ど
の
労
務
対
応
（
自
動
車
部
品
）

　

飲
食
業

◎
来
客
数
減
少
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
始
め
た
が

利
用
客
は
少
な
い
（
居
酒
屋
）

◎
緊
急
事
態
宣
言
の
影
響
が
大
き
い（
居
酒
屋
）

　

サ
ー
ビ
ス
業

◎
来
店
サ
イ
ク
ル
の
長
期
化
（
理
髪
店
）

◎
タ
ク
シ
ー
利
用
を
控
え
て
い
る
人
が
多
い
（
タ

ク
シ
ー
）

　

そ
の
他

◎
対
面
営
業
を
全
面
的
に
自
粛
（
生
命
保
険
）

◎
売
上
の
急
激
な
減
少
に
よ
る
資
金
繰
り
の
悪

化
（
貨
物
運
送
）

　

緊
急
事
態
宣
言
を
踏
ま
え
た
消
費
者
の
自
粛

ム
ー
ド
は
、
前
回
調
査
時
よ
り
高
ま
って
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
っ
て
消
費
の
抑
制
が
起
こ
り
、
企
業
経

営
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
に
よ
り
仕

事
が
な
く
な
る
な
ど
、
業
種
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　

１
つ
の
業
種
が
休
業
対
応
を
と
っ
た
こ
と
に
よ

る
影
響
が
、
そ
の
取
引
先
に
波
及
し
て
い
る
状
況

が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
影
響
が
出
て
く
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
完
全

に
終
息
し
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
今
後
の
客
足

の
回
復
に
も
時
間
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

■
３
月
、４
月
の
売
上
へ
の
影
響（
図
3
）

　

３
月
、
４
月
の
売
上
へ
の
影
響
に
つい
て
は
そ
れ

ぞ
れ
前
年
同
月
と
比
較
し
た
割
合
（
増
加
・
減

少
）
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
３
月
の

売
上
に
比
べ
、
４
月
の
売
上
の
減
少
率
が
大
き
く

な
って
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

３
月
時
点
で
は
、
前
年
に
比
べ
て
30
％
以
上
売

上
が
減
少
し
た
企
業
が
４
割
程
度
で
し
た
が
、

４
月
時
点
に
は
こ
れ
が
60
％
以
上
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
緊
急
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
４
月
売
上
へ
の
影
響
は

大
き
い
も
の
だ
っ
た
と
想
定
で
き
ま
す
。

　本誌４月号で報告した「新型コロナウイルスの影響に関する緊急実態調査」に続き、その
後の影響を調べるための第２回調査を５月中旬に行い、5月28日（木）公表しました。今回は
その報告書の内容をご紹介します。
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◎
令
和
2
年
4
月
7
日

　

緊
急
事
態
宣
言
発
出

◎
4
月
16
日　

　

対
象
区
域
が
全
都
道
府
県
に
拡
大

◎
5
月
4
日　

　

期
間
が
5
月
31
日
ま
で
延
長

◎
5
月
21
日　

　

北
海
道
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京

都
お
よ
び
神
奈
川
県
以
外
の
府
県
に

対
す
る
緊
急
事
態
宣
言
解
除

◎
5
月
25
日　

　

す
べ
て
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除

〈
緊
急
事
態
宣
言
の
推
移
〉

調査目的

調査対象者

調査方法

有効回答数

調査期間 令和２（２０２０）年５月11日（月）～18日（月）の８日間

９９８件
当所役員・議員（１３９件）、
部会役員・評議員（４８０件）、
青年部（２３０件）、女性部（57件）、
振興委員（25件）など
※重複分１５０件と推計し、
　調査対象者はおよそ８４０件としました

調査票をＦＡＸにて送信、回答

２６０件 （回答率30.9％）

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う、企業経営におよぼす影響を追跡調査することで、前
回調査（2月）と比較、企業経営に与える影響の実態を把握し、今後の当所事業への反映や、
行政に対してより効果的な提言要望を行う参考とするため。

◎調査の概要
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ワ
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補
助
金
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の
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用 

（新）

そ
の
他

マ
ス
ク・消
毒
等
の
励
行

すでに実施している対策 （単位：件）

※重複回答可

図4

３月、４月の売上への影響図3

■ 2月調査 ■ 5月調査
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「
50
％
以
上
の
減
少
」
と
回
答
し
た
企
業
の
割

合
は
、
４
月
時
点
で
40
％
近
く
を
占
め
て
お
り
、

売
上
の
減
少
率
が
大
き
い
た
め
に
営
業
時
間
の
短

縮
や
休
業
を
行
っ
た
企
業
も
増
加
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

■
す
で
に
実
施
し
て
い
る
対
策（
図
４
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
す
で

に
実
施
し
て
い
る
対
策
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、

前
回
調
査
に
比
べ
て
全
体
的
に
何
ら
か
の
対
策
を

実
施
し
た
企
業
が
増
え
て
お
り
、
感
染
拡
大
に

対
す
る
企
業
の
危
機
感
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
質
問
項
目
に
は
、
前
回
調
査
の
項
目
に

「
営
業
時
間
の
短
縮
」「
業
態
の
変
更
」
な
ど
６

項
目
（
図
4
で
（新）
と
記
載
が
あ
る
も
の
）
を
加

え
ま
し
た
。「
営
業
時
間
の
短
縮
」「
テ
レ
ワ
ー

ク
等
在
宅
勤
務
へ
の
対
応
」「
職
場
へ
の
時
差
出

勤
」
な
ど
の
対
策
に
つ
い
て
は
実
施
し
て
い
る
企

業
も
多
く
、対
面
対
応
の
減
少
や
事
務
所
内
で
の

「
３
密
」
回
避
を
進
め
て
い
る
企
業
が
増
え
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
終
息
す
る
ま
で
は
、

引
き
続
き
感
染
防
止
の
た
め
に
必
要
な
対
応
を

と
る
こ
と
で
、
自
社
の
経
営
を
守
る
努
力
が
必

要
で
し
ょ
う
。

■
今
後
の
影
響
に
つ
い
て
の
懸
念
事
項

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
今
後
の

影
響
に
つ
い
て
の
懸
念
事
項
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
、

受
注
減
少
や
感
染
拡
大
の
第
２
波
へ
の
不
安
、
取

引
先
の
休
業
・
廃
業
な
ど
に
よ
る
売
上
の
減
少
、

日
本
経
済
の
冷
え
込
み
へ
の
不
安
な
ど
の
声
が
目

立
ち
ま
し
た
。

　

懸
念
事
項
や
、
対
応
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、
主
な
も
の
を
業
種
別
に
紹
介
し
ま
す
。

　

製
造
業

◎
市
場
の
減
少
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
減
少
、

開
発
の
遅
れ
な
ど
（
精
密
測
定
器
）

◎
事
業
の
縮
小
（
菓
子
、
印
刷
）

◎
新
規
採
用
社
員
お
よ
び
派
遣
社
員
な
ど
の
人

員
削
減
（
航
空
機
部
品
）

　

建
設
業

◎
工
事
の
延
期
、
中
止
の
増
加
に
よ
る
売
上
減

少
（
給
排
水
設
備
工
事
）

◎
今
夏
以
降
の
受
注
率
の
低
下（
電
気
通
信
工
事
）

　

卸
売
業

◎
売
掛
金
の
未
回
収
、
得
意
先
の
倒
産
、
業

界
全
体
の
衰
退
（
酒
類
）

◎
ウ
ェ
ブ
や
通
販
な
ど
対
面
し
な
い
形
態
へ
の

移
行
に
よ
る
中
抜
き
（
衣
類
）

　

小
売
業

◎
売
上
減
少
に
よ
っ
て
資
金
繰
り
に
影
響
（
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
）

◎
消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
へ
の
対
応

（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
）

　

飲
食
業

◎
緊
急
事
態
宣
言
解
除
で
県
外
か
ら
の
人
の
流

入
に
よ
る
感
染
拡
大
の
恐
れ
（
洋
食
屋
）

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
繰

り
返
し
、
第
２
波
が
く
る
な
ど
で
１
〜
２
年

は
続
く
と
思
わ
れ
る
の
で
、
長
期
戦
で
戦
略

を
練
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
居
酒
屋
）

◎
再
開
し
て
も
お
客
様
が
来
店
し
な
い
の
で
、

閉
店
も
視
野
に
入
れ
て
次
の
一
手
を
検
討
中

（
居
酒
屋
）

　

サ
ー
ビ
ス
業

◎
需
要
回
復
遅
延
、
心
理
的
不
安
、
経
済
の

冷
え
込
み
（
旅
行
）

◎
生
活
必
需
品
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
で
は

な
い
た
め
、
景
気
回
復
が
見
込
め
て
き
て
も

後
回
し
に
な
る
可
能
性
が
大
き
い
（
専
門
サ

ー
ビ
ス
）

　

そ
の
他

◎
業
態
の
一
部
変
更
も
検
討
（
バ
ス
）

◎
事
業
規
模
の
縮
小
（
貨
物
運
輸
）

◎
従
業
員
の
営
業
意
欲
の
減
退
（
証
券
）

■
行
政
機
関
や
商
工
会
議
所
な
ど
へ
の

　
意
見
要
望

　

行
政
機
関
や
商
工
会
議
所
へ
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
前
回
調
査
と
同
様
に
「
影
響
を
受
け
た
中

小
企
業
等
へ
の
支
援
」「
正
確
な
情
報
提
供
」
に

つ
い
て
求
め
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
加

え
て
「
補
助
金
、
助
成
金
の
拡
充
」「
公
共
工

事
の
拡
充
」
な
ど
を
求
め
る
声
も
目
立
っ
て
い
ま

す
。
補
助
金
申
請
な
ど
各
種
申
請
時
の
煩
雑
な

新型コロナウイルスの
影響に関する
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手
続
き
や
届
出
書
類
の
簡
素
化
を
求
め
る
声
や
、

廃
業
を
視
野
に
入
れ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

製
造
業

◎
補
助
金
の
速
や
か
な
交
付
や
拡
充
、
条
件
の

緩
和
、
経
済
活
動
の
促
進
（
染
色
）

◎
雇
用
調
整
助
成
金
の
書
類
の
簡
素
化
（
婦

人
服
）

　

建
設
業

◎
公
共
工
事
の
拡
充
（
塗
装
工
事
）

　

卸
売
業

◎
売
上
減
少
幅
の
緩
和
に
よ
る
利
用
し
や
す
い

給
付
金
、
助
成
金
な
ど
（
靴
）

◎
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
情
報
提
供
（
乾
物
）

　

小
売
業

◎
今
後
も
続
く
と
思
わ
れ
る
の
で
、
長
期
的
な

対
応
（
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
）

◎
悪
影
響
の
少
な
い
廃
業
指
導（
化
粧
品
小
売
業
）

　

飲
食
業

◎
制
度
改
正
な
ど
正
確
な
情
報
の
い
ち
早
い
提

供
（
居
酒
屋
）

◎
家
賃
の
支
援
、
固
定
資
産
税
の
減
税
（
餃

子
店
）

　

サ
ー
ビ
ス
業

◎
リ
ー
ス
料
が
大
き
な
負
担
（
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）

◎
雇
用
維
持
の
た
め
の
支
援
策
拡
充
（
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
）

　

今
回
の
調
査
は
、
前
回
調
査
に
続
い
て
同
じ

企
業
に
対
し
実
施
し
た
こ
と
で
、
経
営
へ
の
影
響

の
大
き
さ
が
浮
か
び
上
が
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
前
回
調
査
時
と
比
較
す
る
と
、
回
答
企
業

へ
の
影
響
も
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
資
金
繰
り
の

悪
化
や
業
務
量
の
減
少
な
ど
、
企
業
に
と
っ
て
死

活
問
題
と
な
って
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
出
て
い
ま

す
。

　

現
状
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

終
息
時
期
は
不
透
明
の
ま
ま
で
す
か
ら
、
５
月

以
降
も
経
済
の
冷
え
込
み
は
し
ば
ら
く
続
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
現
在
影
響
が
少
な
い
業
種
で

も
、
今
後
取
引
先
か
ら
の
影
響
の
波
及
や
受
注

件
数
の
減
少
な
ど
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
今
は
ま

だ
影
響
が
少
な
い
業
種
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
考
慮
し
て
対
応
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
最
新
の
動
向
を
注
視
し
、
事
業

者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
正
確
な
情
報
を
い
ち
早

く
提
供
す
る
と
と
も
に
、
事
業
継
続
や
地
域
経

済
の
回
復
・
維
持
に
向
け
、
早
急
な
支
援
お
よ

び
中
長
期
的
な
支
援
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
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現状把握（業務分析）
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今年に入ってから注目度が大きく上がったことばに「テレ
ワーク」があります。新型コロナウイルス感染症対策とし
て、導入をしたり、前向きに検討されている企業も多いの
ではないでしょうか？ 本誌では厚生労働省「テレワーク総
合サイト」をもとに、わかりやすく解説します。

テレワークに
取り組むために
テレワークの大きな役割は

「働き方改革」から「事業継続」へ

2
特集2／ テレワークはじめの１歩

テ
レ
ワ
ー
ク
の

３
つ
の
ス
タ
イ
ル

　

厚
生
労
働
省
「
テ
レ
ワ
ー
ク
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」
に
よ
れ
ば
、
テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
、「
情
報
通

信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
し
た
時
間
や
場
所
を

有
効
に
活
用
で
き
る
柔
軟
な
働
き
方
」
の
こ
と
で

す
。「
離
れ
て
」
を
意
味
す
る
「
Ｔｅ
ｌ
」
と
「
仕

事
」の「
Ｗｏｒ
ｋ
）」を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。

つ
ま
り
、本
拠
地
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
離
れ
た
場
所
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
で
す
。
ま
さ

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
適
し

た
働
き
方
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
言
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
企
業

が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
時
に
必
要
な
機
材
は
、
基

本
的
に
は
次
の
4
種
で
す
。

◎
パ
ソ
コ
ン

◎
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
マ
イ
ク

　
（
内
蔵
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
も
あ
り
ま
す
）

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
用
ソ
フ
ト

　
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
す
で
に
導
入
し

て
い
る
企
業
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ

も
パ
ソ
コ
ン
に
内
蔵
さ
れ
て
い
た
り
、
数
千
円
か
ら

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
無
料
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
用
ソ
フ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ハ
ー
ド
面

か
ら
見
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
ハ
ー
ド
ル
は
そ
れ
ほ
ど
高

く
な
い
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
は
働
く
場
所
に
よ
っ
て

大
き
く
３
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。
自
宅
で
働
く

「
在
宅
勤
務
」、
移
動
中
や
出
先
で
働
く
「
モ
バ

イ
ル
勤
務
」、
本
拠
地
以
外
の
施
設
で
働
く
「
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤
務
」が
あ
り
ま
す
。（
図
１
）

所
属
す
る
勤
務
先
か
ら
離
れ
て
、
自
宅
を
就
業

場
所
と
す
る
働
き
方
。
就
業
形
態
に
よ
って
「
雇

用
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
と
「
自
営
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」

が
あ
り
ま
す
。

　
移
動
中
の
交
通
機
関
や
顧
客
先
、
カ
フェ
、
ホ
テ
ル
、

空
港
の
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
を
就
業
先
と
す
る
働
き
方
。

　
本
拠
地
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
設
置

し
た
部
門
共
用
オ
フ
ィ
ス
で
就
業
す
る
、
施
設
利

用
型
の
働
き
方
。「
専
用
型
」
と
「
共
用
型
」

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
中
小
企
業
で
、
も
っ
と
も
多
い
導

入
ス
タ
イ
ル
と
思
わ
れ
る「
在
宅
勤
務
」に
つい
て
、

補
足
し
ま
す
。

　

在
宅
勤
務
と
言
っ
て
も
、
全
く
出
社
し
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
週
に
１
、２
日
だ
け
を
在

宅
勤
務
に
し
て
い
る
企
業
や
、
逆
に
出
社
日
を
週

１
日
と
決
め
て
い
る
企
業
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ま
た
、
在
宅
に
向
い
て
い
る
業
務
と
向
い
て
い
な
い

業
務
が
あ
る
た
め
、
同
じ
企
業
内
で
も
導
入
の

度
合
い
が
違
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
導

入
し
た
企
業
で
は
、
で
き
る
だ
け
出
社
日
を
少

な
く
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、一
律
・
自
動
的

に
導
入
で
き
る
勤
務
ス
タ
イ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
と

聞
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
に
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す

の
で
、
最
初
か
ら
う
ま
く
い
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
導
入
し
て
み
て
、
自
社
の
業
務
に
あ
わ
せ

て
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

業
務
分
析
で

自
社
に
適
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
を

　

次
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
テ
レ
ワ
ー
ク
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
に
よ
れ

ば
、
企
業
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
目
的
は
、

「
定
型
的
業
務
の
生
産
性
向
上
」「
勤
務
者
の
移

動
時
間
の
短
縮
」「
通
勤
困
難
者
へ
の
対
応
」
な

ど
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
非
常

時
の
事
業
継
続
」
を
挙
げ
て
い
る
企
業
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
事
態
を
受
け
て
在
宅
勤
務
を

導
入
す
る
ケ
ー
ス
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
目
的
や
役
割
は
「
生
産
性
向
上

な
ど
の
働
き
方
改
革
」が
注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

「
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」
の
点
で
も
重
要

に
な
って
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

図
２
は
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の
基
本
的
な
プ
ロ
セ

ス
で
す
。
こ
の
中
で
「
③
現
状
把
握
」
は
、
何

を
す
れ
ば
い
い
か
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
概
ね
次
の
5
つ
の
視
点
か
ら
分
析
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

❶
業
務
に
か
か
る
時
間
を
把
握
す
る

❷
業
務
に
使
用
す
る
文
書
（
文
書
の
種
類
、
紙

と
電
子
の
区
分
、
電
子
化
の
必
要
性
）
を
調

べ
る

❸
テ
レ
ワ
ー
ク
が
実
施
で
き
る
シ
ス
テ
ム
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
か
ど
う
か

❹
業
務
上
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
有
無
を
把
握

す
る

❺
業
務
は
何
人
で
行
う
か
、
や
り
と
り
の
頻
度
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は
ど
の
く
ら
い
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ

ム
で
対
応
で
き
る
か
な
ど
を
調
べ
る

　

こ
れ
ら
の
項
目
を
分
析
し
た
上
で
、
次
の
業
務

に
分
類
し
、
導
入
業
務
や
対
象
者
、
形
態
な
ど

を
決
め
ま
す
。

◎
テ
レ
ワ
ー
ク
が
可
能
な
業
務

◎
対
策
に
よ
り
テ
レ
ワ
ー
ク
が
可
能
に
な
る
業
務

◎
テ
レ
ワ
ー
ク
が
困
難
な
業
務

　

こ
の
よ
う
に
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
検
討
し
て
い
け

ば
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
対
象
者
に
は
企
業
側
が
パ
ソ

コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
与
え
る
必
要
が

生
じ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
現
在
の
労
務

管
理
制
度
の
見
直
し
も
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
簡
単
に
言
え
ば
「
い
ま
会
社

で
や
っ
て
い
る
仕
事
を
、
会
社
以
外
の
場
所
で
行

う
こ
と
」
な
の
で
す
が
、
そ
の
際
に
「
ど
う
や
っ

て
勤
務
時
間
を
把
握
す
る
の
か
」
に
つ
い
て
は
、

ど
の
企
業
も
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
従
来

は
勤
務
時
間
管
理
が
重
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

ク
オ
リ
テ
イ
も
含
め
て
仕
事
の
成
果
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
視
す
る
必
要
が
出
る
で
し
ょ
う
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
は
、
や
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
ハ
ー
ド
ル
の
低
さ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
部
分
的
に
導
入
し
て
み
て
問
題

が
起
き
た
時
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
こ
れ
ら
の
点
も
踏
ま
え
て
、
現
在
の
制

度
や
働
き
方
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
て
、
将
来

の
自
社
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
方
向
で
導
入
を

検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

引
用・参
考　

厚
生
労
働
省
「
テ
レ
ワ
ー
ク
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

（https://telew
ork.m

hlw
.go.jp/

）

在
宅
勤
務

モ
バ
イ
ル
勤
務

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤
務



問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます








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女
性
部
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

宇
都
宮
商
工
会
議
所
青
年
部 

第
18
代
会
長
所
信

挑
戦
！
〜
Y
E
G
で
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
〜

女
性
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

　

女
性
な
ら
で
は
の
豊
か
な
発
想
力

と
行
動
力
を
生
か
し
、
自
己
研
さ
ん

と
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
す
る
女
性
部
で
は
、

新
規
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
業
態
の
方
が
会

員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
の
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
き
っ
か
け
の

場
と
し
て
も
、
お
役
に
立
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

入
会
資
格
は
会
員
事
業
所
の
女
性

経
営
者
、
女
性
管
理
者
等
で
す
。
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

女
性
部
は
毎
月
の
中
心
市
街
地
定

期
清
掃
や
、
宮
の
市（
商
業
祭
）へ
の

参
加
な
ど
で
地
域
と
の
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。
ま
た
県
内
外
の
企
業
を

訪
問
す
る
産
業
視
察
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
の
勉
強
会
な
ど
を
随
時
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
57
人
が
加
入
し
て
お
り
、

特
に
若
い
世
代
の
方
、
興
味
が
あ
る

方
は
大
歓
迎
で
す
。

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
青
年
部（
宇

都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
、
新
し
い
取
り
組

み
に
失
敗
を
恐
れ
ず
何
事
に
も
挑
戦

し
続
け
る
事
で
、
経
済
団
体
青
年
部

と
し
て
大
き
な
組
織
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
諸
先
輩
方
が
培
わ
れ
て

き
た
も
の
を
基
盤
に
、
宇
都
宮
が
さ

ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
よ
う
挑
戦
し

て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
宇
都
宮
の
中
心
市
街
地
が

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
活
性
化

の
道
を
歩
み
始
め
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

全
国
的
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

社
会
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
現
実
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
我
々
が
生
ま
れ
育
っ

た
こ
の
宇
都
宮
も
ま
た
過
疎
化
の
一

途
を
た
ど
る
の
で
は
な
い
か
と
、
大

き
な
不
安
が
拭
え
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　

今
こ
そ
、
地
域
に
根
付
く
我
々
宇

都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
、
先
導
者
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
創
意
と
工
夫
で
行
動

を
起
こ
し
、
挑
戦
し
、
未
来
へ
向
か

い
躍
進
し
て
行
く
事
が
必
要
で
あ
り
、

地
域
経
済
を
発
展
さ
せ
て
い
く
事
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
メ
ン
バ
ー
間
の

交
流
は
も
と
よ
り
自
己
研
さ
ん
を
積

　

今
年
は
設
立
30
周
年
の
節
目
の
年

で
す
。「
つ
な
ご
う
女
性
の
力　

つ

な
げ
よ
う
次
世
代
へ
」を
テ
ー
マ
に

30
周
年
記
念
事
業
を
実
施
し
、
ぜ
ひ

成
功
に
導
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
１
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
、
大
き

な
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
も

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
身
近
に

信
頼
で
き
る
経
営
者
が
参
加
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
き
っ
と
力
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
踏
み
出
す
力
も
、
き
っ
と
与
え

て
く
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。（

女
性
部
会
長　

福
田　

泰
子
）

み
、
宇
都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
通
じ

て
人
と
出
会
い
、
人
と
話
し
、
同

じ
志
を
持
つ
も
の
が
絆
を
深
め
、
仲

間
と
と
も
に
活
動
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の

経
験
を
生
か
し
て
青
年
経
済
人
と

し
て
の
資
質
を
向
上
さ
せ
、
自
社

の
発
展
に
繋
げ
る
事
が
責
務
で
あ

り
ま
す
。
人
生
の
一
瞬
一
瞬
を
よ
り

豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
の
場
が
、

宇
都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
あ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
は
、
事
業
構
築

で
不
安
な
時
や
行
き
詰
っ
た
時
こ
そ

笑
顔
を
活
力
に
し
、
宇
都
宮
Ｙ
Ｅ

Ｇ
が
一
丸
と
な
っ
て
宇
都
宮
が
よ
り

良
い
街
に
な
る
た
め
に
積
極
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
宇
都
宮
商
工
会
議
所
青
年
部　
　

第
18
代
会
長　

梅
田　

賢
一
）

　

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
は
全
国
約

26
万
社
が
登
録
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
用
い
た
販
路
拡
大
が
手
軽

に
で
き
る
会
員
限
定
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

　

買
い
手
は
匿
名
で
一
括
見
積
が
依

頼
で
き
、
売
り
手
は
全
国
に
販
路
拡

大
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

【
主
な
機
能
】

◎
簡
易
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

◎
全
国
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会

会
員
同
士
の
商
談
機
能（
ザ
・
商

談
モ
ー
ル
）

【
費
用
】

　

無
料　

※
一
部
有
料

　

宇
都
宮
市
内
の
中
心
商
業
地
の
空

き
店
舗
に
新
規
出
店
す
る
場
合
、
経

営
財
務
診
断
費
や
内
外
装
改
造
費
の

一
部
に
つ
い
て
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
補
助
内
容
】

◎
内
外
装
改
造
に
要
し
た
費
用

①
一
般
店
舗
の
場
合

　

補
助
率
30
％
、
40
％
、
50
％
の
い

ず
れ
か（
限
度
額
１
５
０
万
円
）

※
補
助
対
象
エ
リ
ア
に
よ
り
補
助

率
は
異
な
り
ま
す

②
大
谷
石
蔵
の
場
合

　

補
助
率
30
％
（
限
度
額
２
０
０
万

円
）

◎
専
門
家
の
経
営
財
務
診
断
に
要

し
た
費
用（
申
請
時
・
開
店
６
カ

【
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
登
録
方
法
】

①
ユ
ー
ザ
ー
登
録

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
〉

ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
登
録
。

〈
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
〉

本
号
折
込
チ
ラ
シ
の
裏
面
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
送
信
。

　
　

↓

②
パ
ス
ワ
ー
ド
登
録

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
か
ら
届
く

メ
ー
ル
に
従
い
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を

登
録
。

　
　

↓

③
登
録
完
了

デ
ー
タ
の
変
更
や
追
加
は
後
か
ら

で
も
可
能
。

　

詳
し
く
は
、
本
号
折
込
チ
ラ
シ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

月
後
・
開
店
１
年
後
）

　

補
助
率
50
％
（
限
度
額　

１
回
に

つ
き
１
万
５
千
円
）

◎
お
も
て
な
し
事
業
を
実
施
す
る

場
合
の
費
用

　

補
助
率
30
％
（
限
度
額
50
万
円
）

　

当
補
助
金
制
度
の
利
用
に
は
一
定

の
条
件（
出
店
場
所
や
業
種
な
ど
）が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
出
店
を
計
画
さ
れ
て
い

る
方
で
、
本
制
度
の
詳
細
を
お
聞
き

に
な
り
た
い
方
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル

空
き
店
舗
出
店
補
助
金

全
国
へ
の
販
路
拡
大
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

新
規
出
店
を
検
討
さ
れ
る
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

▼

▼

▼

▼

▼

▼

補助金手続きの流れ（概要）

相談

申込（店舗開店後60日以内）

審査委員会

受給資格認定書発行
（認定者のみ）

内外装改造費用および
経営財務診断費用の請求手続き

審査委員会

補助金の交付



卸売業・小売業・サービス業
（宿泊業・娯楽業以外）

表１／小規模事業者とは？

表2／対象になる経費

常時使用する従業員の数 5人以下

常時使用する従業員の数 20人以下

常時使用する従業員の数 20人以下

※補助対象とならない業種もありますので、公募要領を必ずご確認ください。

サービス業のうち宿泊業・娯楽業

製造業その他

①機械装置等費　②広報費　③展示会等出展費　

④旅費　⑤開発費　⑥資料購入費　⑦雑役務費

⑧借料　⑨専門家謝金　⑩専門家旅費　

⑪設備処分費　⑫委託費　⑬外注費

経営改善利率1.21%（令和2年3月24日時点）より
当初3年間、▲0.9%引下げ

※金利引下げの限度額は、日本政策金融公庫の「新型コロナウイルス感染症特別貸付」、「生活衛
生新型コロナウイルス感染症特別貸付」および「生活衛生改善貸付の金利引下げ」との合計で
3,000万円となります。

融資限度額 ： 別枠1,000万円
ご利用いただける方

〈問合せ〉 経営支援部  ☎028-637-3131

運転資金 ：   ７年以内（うち据置３年以内に延長）
設備資金 ： １０年以内（うち据置４年以内に延長）

新型コロナウイルス対策マル経（金利▲0.9%引き下げ）

新型コロナウイルス感染症の影響により、最近１カ
月の売上高が前年または前々年の同期と比較して
5%以上減少している小規模事業者の方

資金の使いみち

金利

1011 June  2020

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
議

所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
無
保

証
人
、
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
国（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
公
的

融
資
制
度
で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家
族
従

業
員
は
従
業
員
と
み
な
し
ま
す
）

◎ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部
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3
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問合せ

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.21％
（令和2年5月27日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.21％
（令和2年5月27日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

　

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
は
、

働
き
方
改
革
や
社
会
保
険
の
適
用
拡

大
、
賃
上
げ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
等

に
対
応
す
る
た
め
、
小
規
模
事
業
者

等
が
取
り
組
む
販
路
開
拓
等
の
取
り

組
み
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
雇
用
や
産 

業

を
支
え
る
小
規
模
事
業
者
等
の
生
産

性
向
上
と
持
続
的
発
展
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
補
助
金
で
す
。 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
事
業
環

境
に
与
え
る
影
響
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
前
向
き
な
投
資
を
行
い
な
が
ら
、

販
路
開
拓
等
に
取
り
組
む
事
業
者
へ

の
重
点
的
な
支
援
を
図
る「
コ
ロ
ナ

特
別
対
応
型
」の
公
募
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
の
で
皆
さ
ま
に
ご
案
内
し
ま

す
。 

【
対
象
】

◎ 

策
定
し
た「
経
営
計
画
」に
基
づ

い
て
実
施
す
る
、
地
道
な
販
路

開
拓
等（
生
産
性
向
上
）の
た
め

の
取
り
組
み
を
実
施
し
、
か
つ

補
助
対
象
経
費
の
６
分
の
１
以

上
が
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

に
合
致
す
る
投
資
を
行
う
小
規

模
事
業
者
等（
表
1
）

● 

Ａ
型　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
毀

損
へ
の
対
応

さ
ら
に
、
Ａ
〜
Ｃ
の
取
り
組
み
に
加

え
て
、
感
染
拡
大
防
止
の
取
り
組
み

（
事
業
再
開
枠
）を
行
う
場
合
は
、
そ

の
取
り
組
み
も
支
援
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
経
費
】

　

補
助
事
業
期
間
中
に
、「
販
路
開

拓
等
の
取
組
」を
実
施
し
た
こ
と
に

要
す
る
、
表
２
の
経
費
に
限
ら
れ
、

次
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

① 

使
用
目
的
が
補
助
事
業
の
遂
行

に
必
要
な
も
の
と
明
確
に
特
定

で
き
る
経
費

② 

原
則
、
交
付
決
定
日
以
降
に
発

生
し
対
象
期
間
中
に
支
払
が
完

了
し
た
経
費
。
た
だ
し
、
コ
ロ

ナ
特
別
対
応
型
で
は
特
例
と
し

て
、
２
０
２
０
年
２
月
18
日
以

降
に
発
生
し
た
経
費
を
遡
っ
て

補
助
対
象
経
費
と
し
て
申
請
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

③ 

証
拠
資
料
等
に
よ
っ
て
支
払
金

額
が
確
認
で
き
る
経
費

【
補
助
上
限
額
】

　

１
０
０
万
円

【
補
助
率
】

 　
Ａ
型　

２
／
３

　
Ｂ
型
・
Ｃ
型　

3
／
4

（
例
）外
部
か
ら
の
部
品
調
達
が
困
難

で
あ
る
た
め
、
内
製
化
す
る
た

め
の
設
備
投
資　

な
ど

● 

Ｂ
型　

非
対
面
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
へ
の
転
換

（
例
）有
人
で
窓
口
対
応
し
て
い
る
事

業
者
が
、
無
人
で
対
応
す
る
た

め
の
設
備
投
資　

な
ど

● 

Ｃ
型　

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備

（
例
）Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入 

な
ど

【
第
３
回
受
付
締
め
切
り
】

８
月 

７
日（
金
）[

郵
送
必
着]

【
郵
送
先
】

〒
1
5
1
-0
0
5
1

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
3
-11
-8

日
本
商
工
会
議
所　

小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金 

事
務
局

※
申
請
に
際
し
て
、
当
所
が
発
行
す

る「
様
式
３
・
支
援
機
関
確
認
書
」が

必
要
で
す
。
発
行
に
は
一
定
の
日
数

が
か
か
り
ま
す
。
申
請
を
ご
検
討
さ

れ
て
い
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金〈
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
〉で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
！
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栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
次
世
代
へ
の
経
営
資
源

の
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を
支
援
す
る

た
め
、
当
所
が
国
か
ら
委
託
を
受

け
た
公
的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）
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問合せ 第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）
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第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

小規模事業者
持続化補助金
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帳
簿
の
付
け
方
や
源
泉
徴
収
事
務
に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

記
帳
継
続
指
導

　

帳
簿
の
記
帳
は
、
自
社
の
経
営
状

況
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
必

須
で
あ
り
、
財
務
分
析
や
経
営
計
画

の
立
案
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
経

営
判
断
を
行
う
基
礎
資
料
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
従
業
員
が
い
る
事
業
所

で
は
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
所
で
は
個
人
事
業
者
の
皆
さ
ま

を
対
象
に
、
年
間
を
通
し
て
現
金
出

納
帳
や
経
費
帳
な
ど
の
各
種
帳
簿
の

記
帳
方
法
や
源
泉
徴
収
事
務
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
は
、
原
則
と
し
て
給

与
な
ど
を
支
払
っ
た
月
の
翌
月
10
日

ま
で
が
納
期
限
で
す
。
た
だ
し
、
納

期
の
特
例
を
受
け
て
い
る
源
泉
徴

収
義
務
者
の
納
期
限（
2
0
2
0
年

1
月
〜
6
月
分
）は
、
2
0
2
0
年

7
月
10
日（
金
）で
す
。

本
誌『
天
地
人
』の 

一 

部
記
事
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
天
地
人

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
毎
月
お
届
け
し

て
い
る
、会
報
「
天
地
人
」（
８
０
０
０

部
発
行
）
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
一
部

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
天
地
人
」
の
内
容
は
、

毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
掲
載
し
て
い

る
「
巻
頭
特
集
」
や
、
歴
史
的
読

み
物
「
ふ
る
さ
と
歴
史
民
俗
散
歩
」、

そ
し
て
シ
リ
ー
ズ
で
連
載
し
て
い

る
「
社
是
・
社
訓
は
企
業
の
原
点
」

な
ど
、
本
誌
で
人
気
の
高
い
記
事

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
連
載
記

ま
す
。
毎
月
会
員
企
業
な
ど
に
確

実
に
届
く
媒
体
で
す
の
で
、
広
告

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
貴
社
の

事
業
や
商
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル

と
し
て
、
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
「
天
地
人
」
に
は
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
情
報
を
読
者
に
お
伝
え
す
る

「
会
員
情
報
局
」
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
掲
載
申
込
書
も
、
本
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
前

事
を
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
時
や
、
歴

史
的
な
も
の
を
調
べ
る
際
に
も
便
利

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
掲

載
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
す
の
で
、
会
報

掲
載
時
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
閲
覧

が
可
能
。
も
ち
ろ
ん
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
印
刷
し
、
じ
っ
く
り
読
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
（
印
刷

サ
イ
ズ
は
、
プ
リ
ン
タ
ー
の
性
能
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）。

　

ま
た
、「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
」「
記

事
型
広
告
」「
折
込
チ
ラ
シ
」
な
ど

の
広
告
等
の
ご
案
内
も
掲
載
し
て
い

号
ま
で
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、最
新
号
の
会
報
「
天
地
人
」
は
、

引
き
続
き
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
届
け

し
ま
す
。

　

電
子
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
て
い
る

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
e-

天
地
人
」

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
提
供
を
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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部
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◎会報「天地人」ホームページ

http: //www.u - t ench i j i n. com
（商工会議所ホームページのトップページからも見ることができます）

ご
活
用
く
だ
さ
い
！  

会
報「
天
地
人
」を
使
っ
た
P
R

　

当
所
で
は
、
会
報「
天
地
人
」を

毎
月
10
日（
年
12
回
）、
会
員
事
業

所
を
は
じ
め
、
全
国
主
要
商
工
会

議
所
な
ど
関
係
団
体
に
8
0
0
0

部
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

先
取
り
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る「
巻

頭
特
集
」、
商
工
会
議
所
事
業
案
内
、

歴
史
的
読
み
物
な
ど
、
経
営
者
に

役
立
つ
情
報
を
満
載
し
て
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
会
報

「
天
地
人
」の
ご
活
用
方
法
を
2
つ

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
会
報「
天
地
人
」

に
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
が
作
成

さ
れ
た
案
内
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
封

し
て
発
送
す
る
も
の
で
す
。

　

お
預
か
り
し
た
案
内
は
、
本
誌

と
一
緒
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
直
接
D
M
す
る
よ
り
も
安
価
に

発
送（
A
4
サ
イ
ズ〈
1
枚
〉6
5
0
0

部
折
り
込
み
／
7
万
5
千
円（
会
員

価
格
・
税
抜
）で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
誌
面
広
告

　

文
字
ど
お
り
、
誌
面
に
広
告
を
掲

載
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
定
型

の
形
で
誌
面
に
掲
載
す
る「
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
広
告
」や
、
当
方
で
取
材
し
、

記
事
の
よ
う
な
形
で
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
ご
紹
介
す
る「
記
事
型
広

告
」、
発
送
用
封
筒
裏
面
広
告（
6
ヵ

月
単
位
）な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
経
営
者
に
直
接
お
届
け
す

る
、
会
報「
天
地
人
」。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
広
告
や
折
込
チ
ラ
シ
の
詳
細
は
、

W
E
B
「
天
地
人
」を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）・
誌
面
広
告
掲
載
企
業
募
集
！

　

こ
の
制
度
は
、
当
所
の
推
薦
に
よ

り
、
取
引
金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資

金
の
借
入
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た
し

て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
ま
た
は
平
均
月
商
の

3
倍
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ

し
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

信
用
保
証
協
会
と
連
携

有限会社 随想舎
☎028-616-6605  5028-616-6607
有限会社  栃木広告社
☎028-639-1115  5028-639-1116 〈問合せ〉 総務部 ☎028-６３７-３１３１

宇都宮商工会議所  総務部
☎028-637-3131
5028-634-8694

入会希望事業所を
ご紹介ください

－ がんばる経営をお手伝いします －「天地人」広告の申し込み・問合せは

「天地人」広告募集
会員登録情報の変更について

変更がありましたら
ご一報ください！

　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所ま
たは事務所の移動による住所の変更、代表者また
は支店長の変更などが生じました場合には、総務
部会員担当まで、ご連絡をお願いします。



商工会議所共済制度

会員登録
情報の変更
について

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131
社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務所の移動による住所の変更、代表者または
支店長の変更などが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

会 員 情 報 変 更 が あ り ま し た ら ご 一 報 く だ さ い！

1415 June  2020

6月のふれあい共済等
口座振替日

6月22日（月）
〈振替対象〉

	 ◎ふれあい共済
	 ◎特定退職金共済
	 ◎その他アクサ生命㈱の	
	 　団体扱い保険

特
定
退
職
金
共
済
制
度

問合せ

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

〈
定
期
保
険

 （
団
体
型
）引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

ふ
れ
あ
い
共
済

　
「
ふ
れ
あ
い
共
済
」は
、宇
都
宮

商
工
会
議
所
会
員
限
定
の
共
済
制

度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、宇
都
宮
商
工
会

議
所
独
自
の
給
付
制
度（
見
舞
金
・

祝
給
付
金
・
給
付
品
・
補
助
制
度
）

と
、宇
都
宮
商
工
会
議
所
が
ア
ク

サ
生
命
保
険
㈱
と
締
結
し
た
入
院

給
付
金
付
災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン

重
点
保
障
型
生
活
習
慣
病
一
時
金

特
約
付
定
期
保
険（
団
体
型
）を
組

み
合
わ
せ
た
保
障
プ
ラ
ン
の
名
称

で
、会
員
の
皆
さ
ま
に
ぜ
ひ
ご
加

入
い
た
だ
き
た
い
制
度
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、加
入
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

※
下
記
の
表
は
、ふ
れ
あ
い
共
済

制
度
の
一
部
を
記
載
し
た
も
の
で

す
。

《
会
員
事
業
所
限
定
》「
ふ
れ
あ
い
共
済
」

ふれあい共済の保障内容（Ｅコース１口）
      見舞金・祝給付金・補助制度の給付内容（Ｅコース１口）

表1

ふれあい共済[入院給付金付災害割増特約・
ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付定期保険（団体型）]

※ご加入にあたってはパンフレット、重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧ください。

560万円 一律 15,000円

一律 10,000円

一律 20,000円

一律 30,000円

一律 40,000円

一律 50,000円

一律 4,000円
一律 100,000円
一律 10,000円
一律 10,000円
一律 10,000円

記念品

記念品

5日以上

1日以上
6日以内
7日以上
14日以内
15日以上
24日以内

25日以上
59日以内

60日以上

120万円
（死亡保険金）

560万円

120万円

1日あたり
（日帰り入院から60日限度）
3,740円

不慮の事故による死亡
[死亡保険金（主契約）＋災害保険金]

不慮の事故による通院見舞金
（通院日数５日以上、一人１保険期間２回限度）

病気による入院見舞金

当所主催人間ドック・成人病健診・健康診断補助
要介護認定見舞金（要介護5）
成人祝給付金
結婚祝給付金
出産祝給付金

一律 5,000円小学校入学祝給付金
還暦祝品（60歳6カ月に達し、制度更新をした加入者）
加入年齢の満了祝品（75歳6カ月に達し、制度を満了した加入者）

（入院１日以上、一人１保険期間２回限度）

上記以外の事由により死亡

不慮の事故による高度障害
（高度障害保険金+災害高度障害保険金）

傷害または疾病による高度障害
（高度障害保険金）

不慮の事故による入院
（入院給付金）

お支払い事由 保険金額

死
　亡

4万円ガン入院一時金
（ガンで１日以上の入院をしたとき、1年に1回限度）

2万円
6大生活習慣病入院一時金
（６大生活習慣病で１日以上の入院をしたとき、1年に1回限度）

10万円
ガン先進医療一時金
（ガンの治療を直接の目的とした先進医療による療養を受けたとき）

入 

院 

・ 

治 

療

高
度
障
害

表2

給付内容 給付金額

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
世
の
中
の
ビ
ジ
ネ

ス
は
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま

す
。
飲
食
業
、
小
売
・
サ
ー
ビ
ス

業
を
は
じ
め
、
ま
っ
た
く
商
売
に

な
ら
な
い
人
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
こ
こ
は

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
利
用
し
て
な

ん
と
か
生
き
残
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　

今
回
の
出
来
事
は
、
ゆ
る
や
か

に
起
き
て
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
や
り

方
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
側
面
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
活
用
の
拡
大
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
地
域
の
私
の
知
り
合
い
の

飲
食
店
で
も
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
い
な
か
っ
た
持
ち
帰
り
メ

ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
、
ネ
ッ
ト
通
販
で

き
る
商
品
開
発
、
コ
ア
な
フ
ァ
ン

と
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
方
策
、

新
規
客
を
呼
び
込
む
た
め
の
情
報

発
信
な
ど
、
慣
れ
な
い
パ
ソ
コ
ン

と
向
き
合
い
な
が
ら
ネ
ッ
ト
活
用

を
始
め
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
時
代
の
変
わ
り
目
に

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
お
客
さ
ん
の

げ
ら
れ
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
で
商
品
が
売
れ
る
な
ら
、

大
市
場
か
ら
遠
い
地
方
に
あ
る
と

い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
は
さ
ほ
ど
不
利

に
な
り
ま
せ
ん
。
面
白
い
の
は
全

国
か
ら
フ
ァ
ン
を
引
き
付
け
る
た

め
に
あ
え
て
他
の
競
馬
場
の
レ
ー

ス
が
終
わ
っ
た
後
に
レ
ー
ス
を
開

催
し
た
り
、
地
元
の
成
績
が
良
く

な
い
馬
ば
か
り
が
走
る
レ
ー
ス
を

企
画
し
た
り
し
た
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
予
想
が
難
し
い
た
め
高
配
当

が
期
待
で
き
る
と
人
気
を
呼
び
ま

し
た
。
地
方
に
あ
っ
て
マ
イ
ナ
ー
な

存
在
ゆ
え
に
、
そ
こ
に
所
属
す
る

競
走
馬
の
こ
と
が
良
く
知
ら
れ
て

い
な
い
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ

ス
に
変
え
た
発
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
リ
ア
ル
に
足
を
運
べ
る
地

元
の
観
客
に
対
し
て
は
、
ト
イ
レ

ニ
ー
ズ
と
向
き
合
っ
て
ピ
ン
チ
を
切

り
抜
け
た
と
い
う
話
題
を
紹
介
し

ま
す
。　

　

高
知
県
に
高
知
競
馬
と
い
う
地

方
競
馬
が
あ
り
ま
す
。
人
口
減
も

あ
っ
て
利
用
者
は
ど
ん
ど
ん
減
り
、

２
０
０
８
年
に
は
か
つ
て
２
２
０

億
円
あ
っ
た
年
間
売
り
上
げ
が
38
億

８
０
０
０
万
円
に
ま
で
落
ち
込
み
、

赤
字
に
転
落
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

2
0
1
9
年
に
は
、
前
年
よ
り

1
4
0
億
円
増
え
て
5
7
0
億
円

と
大
き
く
成
長
し
、
過
去
最
高
を

記
録
し
ま
し
た
。
現
在
は
無
観
客

で
レ
ー
ス
を
開
催
し
て
好
調
に
売

り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
か
つ
て
ハ
ル
ウ
ラ
ラ
と
い
う
連

戦
連
敗
の
競
走
馬
が
所
属
し
て
い

た
こ
と
く
ら
い
し
か
話
題
が
な
か
っ

た
地
方
競
馬
が
こ
こ
ま
で
回
復
で

き
た
の
は
、
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時

代
に
な
っ
て
馬
券
が
全
国
か
ら
買
え

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
②
全
国
の

コ
ア
な
フ
ァ
ン
に
向
け
た
商
品
企
画

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
、
③
地
元
の

客
向
け
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
女
性
が
行

き
や
す
い
環
境
を
整
え
、
魅
力
的

な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
こ
と
が
挙

を
き
れ
い
に
し
た
り「
カ
レ
ー
フ
ェ

ス
タ
」と
い
っ
た
食
の
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
た
り
、
女
性
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
遊
び
に
行
っ
て
も
楽
し
い
場
所
に

改
善
し
ま
し
た
。

　

高
知
競
馬
の
Ｖ
字
回
復
か
ら
は
、

ネ
ッ
ト
活
用
と
ネ
ッ
ト
の
先
に
あ
る
、

よ
り
コ
ア
な
お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

や
消
費
ス
タ
イ
ル
を
考
え
て
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
見
直
す
こ
と
、

ネ
ッ
ト
以
外
の
直
接
顔
が
見
え
る
お

客
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
広
げ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す

工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
な
ど
の
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
事
態

は
乗
り
切
る
だ
け
で
も
大
変
で
す

が
、
そ
の
先
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー

ン
に
広
く
ネ
ッ
ト
活
用
が
進
ん
だ
世

界
が
常
識
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　１９８６年筑波大学大学院理工学研
究科修士課程修了。同年日本経済
新聞社入社。全国各地のものづくり
企業、自治体、地域商社やＤＭＯな
どを取材、地域に持続的に稼げるビジ
ネスをつくることをテーマにした著書『地
方発ヒットを生む逆算発想のものづく
り』がある。全国の商工会議所など
で地域活性化や名産品開発を支援す
る講演などを実施している。

渡辺 和博／わたなべ・かずひろ

「
新
型
コ
ロ
ナ
で
進
む

         

ビ
ジ
ネ
ス
の
ネ
ッ
ト
化
に
備
え
よ
う
」

日
経
Ｂ
Ｐ
社「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
」シ
ニ
ア
エ
デ
ィ
タ
ー    

渡
辺   

和
博

ご支援のお礼

　５月21日（木）に、アクサ生命保険㈱様から新型コロナウイルス感染
症の拡大防止および職員の感染リスク防止のため、マスクおよび消毒
液をご寄贈いただきました。
　寄贈品につきましては、有効に活用させていただきます。
　ご支援に深く感謝申しあげます。

アクサ生命保険㈱宇都宮営業所手島所長（右）から
寄贈品を受け取る藤井会頭（左）

　新型コロナウイルス感染症に罹患された皆さま、また、感染拡大によりご不安な日常生活や事業運営を余儀なくされていらっしゃる皆さまに、謹
んでお見舞い申しあげます。
　さて、当所生命共済制度『ふれあい共済』に関して、新型コロナウイルス感染症を直接の原因として死亡された場合等に、災害保険金のお支払い
対象となりましたのでご案内します。

「新型コロナウイルス感染症」に伴う『ふれあい共済』（災害保険金）の支払対象拡大について

災害保険金・災害高度障害保険金の支払要件
対象期間中に「新型コロナウイルス感染症」を直接の原因として死亡または高度障害状態に該当した場合。 ※医師の診断を必要とします。
対象期間
① これからご請求いただく場合：適用となります。　② これまでに支払事由に該当した場合：遡及して、適用となります。
お支払い例
「ふれあい共済」新型コロナウイルス感染症による死亡の場合：1口あたり 560 万円（死亡保険金＋災害保険金）
 ※参考：通常（病気による）死亡保険金　1口あたり 120 万円（死亡保険金）



〈所在地〉 
宇都宮市富士見町9-3-3-301
☎6028-666-7722
〈問合せ〉
080-5897-3030  担当／広谷

約6,200

約6,200 3028-616-6605
www.zuisousha.co.jp

宇都宮市本町10-3 TSビル

随想舎有限会社

19,518宇都宮商工会議所管内の事業所数

[平成28年経済センサス活動調査]
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チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。
申込書をFAXで送信します。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

聞
こ
え
な
く
な
っ
て
福
耳
持
て
余
す

石
仏
と
な
り
拝
ま
れ
る
大
谷
石

補
聴
器
を
外
し
内
緒
の
話
す
る

こ
の
町
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
た
夏
祭
り

コ
ロ
ナ
と
て
マ
ス
ク
の
列
に
逆
ら
わ
ず

お
し
ゃ
べ
り
が
滴
る
コ
ロ
ナ
の
マ
ス
ク
か
な

コ
ロ
ナ
と
て
少
し
間
を
置
く
両
隣

取
ら
れ
る
を
承
知
雑
草
伸
び
て
い
る

赤
ち
ゃ
ん
も
マ
ス
ク
の
顔
で
コ
ロ
ナ
か
な

コ
ロ
ナ
と
て
夢
の
結
婚
ま
た
伸
ば
し

柏
村
久
美
子

鈴
木　
　

茂

宮
田　
　

仁

宮
田　

ミ
チ

小
野
口　

博

鈴
木
芙
美
子

大
塚　

栄
子

渡
辺　

眞
左

毛
塚　

ヒ
ロ

福
田　
　

弘
（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
農
業
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

第
273
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
指
の
隙
間
を
齢
が
こ
ぼ
れ
る

〈
評
〉
目
鼻
の
消
え
た
顔
の
尊
さ

〈
評
〉
話
が
済
ん
で
元
の
大
声

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311�
6月15日（日）まで
企画展「生誕250年記念　偉大なる無名画家　小泉斐」
画家小泉斐の生誕250年の節目を記念し、その足跡を追った回顧展。斐の
作品を中心に、師や弟子、親交のあった文化人らの関連資料をあわせて展
示することで、下野が誇る偉大な無名画家の魅力に迫る。（同館チラシより）
一般=260円／大・高校生=130円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「北澤美術館所蔵　ルネ・ラリック　アール・デコのガラス　モダンエレガンスの美」
6月21日（日）まで
東京都庭園美術館からの巡回展示となります。4月26日（日）と5月31日（日）
の両日午後2時から記念講演が予定されております。先着150人。要チケット。
一般＝1000円／大高生＝800円／小中学生＝600円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
6月28日（日）まで
企画展「親と子でみる世界の美術」
栃木県立美術館は1972年の開館以来、美術大国といわれる欧米
のみならず、アフリカ、アジアなどの美術もコレクションに加えてき
た。当館収蔵品の中から旧東欧を含む世界各国の絵画、版画、彫刻、
工芸などの名品・珍品約80点を展示する。（同館チラシより）
一般=800円／大・高校生=500円／中学生以下無料応募先 〒320−0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　

宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

Ａ
～
G
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉 

雑
誌
の
定
期
購
読
や
定
額
料
金
で
商
品
や
交
通
な
ど
が
利
用・使
用
放
題
と
な
る
サ
ブ
ス
ク
。

	

正
式
に
言
う
と
？
サ
ブ
□
□
□
□
□
□
□

1.
2.
3.
4.
5.
6.
8.

11.
13.
14.
17.
18.
19.
20.
21.

1.
4.
7.
9.

10.
11.
12.
15.
16.
18.
20.
22.
23.
24.

奥日光・千手ヶ浜に群生する山草。今が見頃か
朝○○が立ち込めて幻想的な景色に…
三陸地方は昔、陸前・○○○○○・陸後一帯をまとめて言ったもの
海や湖などの岸から遠く隔たった所の言い方

「投資信託」を略して言うと？
香川県では人気の食べ物をPRして「○○○県」との別称も
認知症の症状のひとつ。「○○○小体型認知症」
証券取引所で売買の対象とされている「○○○○○○株」
石版画や石版印刷を英語で言うと？
こうしたい、こうなりたいなどと望むこと。「進学○○○」「歌手○○○」など
会社、団体などの幹部職員「○○○○会議」「執行○○○○」
組織、派閥、党などの長をさす俗な言い方
東京の環状線は「山の手線」昔は「○○○線」と呼んだ

「○○野球」「○○レス」「芸能○○」
こうしようと考えていること。「○○の半分も伝わらない」などと

○○○空にツバメが低く飛ぶと梅雨が近い証です
6月13日は太宰治を偲ぶ「○○○○忌」です
その人の経歴を簡単に記したもの
図体が大きくてもあまり役に立たない例え「○○の大木」
さくらももこさん原作の○○まる子ちゃん
自分の才能や価値を信じること。「○○○に満ちた態度」など
新情報システムやビジネスモデルによる企業の問題解決
漢字で「善知鳥」と書くチドリ目の海鳥。クチバシは橙色

「アイツは箸にも○○にもかからないどうしようもない男だ」などと
四字熟語「○○○○○無人」勝手気ままにふるまう人のこと
値段、価格を英語で言うと？
とるに足らない不平やぐちなどを言う「○○○言」
屋根裏部屋や倉庫などの上階を言う。アトリエやスタジオなどに利用される
重要なポイント。「話を短くまとめて○○○○だけを言いなさい」などと

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ

　

し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
6
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
24（
２
０
１
２
）年
か
ら
今
年

３
月
ま
で
、
８
年
間
に
わ
た
っ
て
続
い

た
連
載「
な
る
ほ
ど
宇
都
宮
」「
ふ
る

さ
と
民
俗
歴
史
散
歩
」は
人
気
が
高

く
、
連
載
中
か
ら「
１
冊
に
ま
と
め
て

欲
し
い
」と
い
う
声
も
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

本
書
は
長
い
連
載
の
中
か
ら
重
複

し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
整
理
し
、

テ
ー
マ
ご
と
に
再
編
集
し
た
も
の
で

す
。

　
「
は
じ
め
に
」に「
宇
都
宮
の
歴

史
や
文
化
を
理
解
す
る
上
で
欠
か

せ
な
い
事
柄
」に
つ
い
て「
読
者
が

『
な
る
ほ
ど
そ
う
だ
っ
た
の
か
』と

理
解
で
き
る
よ
う
に
書
い
た
」と

あ
る
通
り
、
難
し
い
事
柄
も
読
み

や
す
く
書
か
れ
た
、
格
好
の「
宇

都
宮
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
写
真
も
豊
富

に
収
録
し
て
あ
り
ま
す
。

『
な
る
ほ
ど
宇
都
宮  　
　
　
　

歴
史
・
民
俗
・
人
物
百
科
』

柏
村 

祐
司［
著
］

随
想
舎

1
5
0
0
円
＋
税

こ
ん
な
時
こ
そ
希
望
を
見
出
す
ん
だ
。

機
を
待
と
う
。

種
を
撒
こ
う
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　1975年熊本生まれ。書道家。東京理科大
学理工学部卒業後　NTT入社。書道家とし
て独立後は NHK大河ドラマ「天地人」や世
界遺産「平泉」などの題字を手掛け、講演
活動やメディア出演も多数。数年前より身
体に優しいオーガニック食材や発酵食品を
使った店舗のプロデュースを手掛け、湘南
に「CHIKYU FARM　TO　TABLE」、 浅 草
に姉妹店「MISOJYU」をオープン。2019
年元号改元に際し、「令和」の記念切手に書
を提供。ベストセラーの『ポジティブの教
科書』や、『波に乗る力』（日本文芸社）な
ど著書も多数出版。書作品のみならず、現
代アートを主とした個展を国内外にて開催。

公式ブログ「書の力」：http://ameblo.jp/souun/
公式サイト：http://www.souun.net

武田  双雲 ／ たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

「希望」

　

会
報「
天
地
人
」で
は
、
会
員
の
皆

さ
ま
の
情
報
を
掲
載
す
る「
会
員
情
報

局
」コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
業
務
内
容
紹
介
」「
新
製
品
開
発

情
報
」「
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ
」

な
ど
、
情
報
提
供
の
窓
口
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

誌
面
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

掲
載
希
望
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
順

等
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
掲
載
内
容
】

事
業
所
名
、
業
種
、
所
在
地
、
連
絡
先
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
、
紹
介
文

【
掲
載
字
数
】

紹
介
文
３
５
０
字
以
内（
様
式
は
自
由
）

【
掲
載
写
真
】

社
屋
の
写
真
や
商
品
の
写
真
、
地
図

な
ど（
自
社
製
品
の
以
外
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
は
除
く
）

※
掲
載
は
、
原
則
と
し
て
１
会
員
１

回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
申
込
書
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「
会
員
情
報
局
」コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

総
務
部　

天
地
人
担
当

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

http://w
w
w
.u-tenchijin.com

問合せ

※新型コロナウイルス対策により休館、延期になる場合がありますので、お出かけの際は事前にお確かめください。



　

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
で
は
、
毎
年
6

月
30
日
と
12
月
31
日
に
大
祓
を
行
う
。

こ
の
う
ち
6
月
の
大
祓
は
、
夏
越
し
の

祓
と
呼
ば
れ
、「
水
無
月
の 

夏
越
し
の

祓 

す
る
人
は 

千
年
の
命 

延
ぶ
と
い
う
な

り
」と
唱
え
な
が
ら
、
直
径
２
㍍
ほ
ど
の

茅
で
作
っ
た
輪
を
く
ぐ
る
と
、
病
気
や
災

難
か
ら
逃
れ
ら
れ
、
長
生
き
が
で
き
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
く
ぐ
り
方
に
は
流
儀

が
あ
り
、
八
の
字
を
描
く
よ
う
に
3
度
、

す
な
わ
ち
社
殿
に
向
か
っ
て
茅
の
輪
を
く

ぐ
っ
た
ら
ま
ず
左
に
回
り
、
ま
た
輪
を

く
ぐ
っ
た
ら
今
度
は
右
に
回
り
、
さ
ら
に

輪
を
く
ぐ
っ
た
ら
左
に
回
り
、
４
度
目
の

輪
を
く
ぐ
っ
た
後
に
社
殿
に
進
ん
で
参
拝

す
る
。
当
日
参
加
で
き
な
い
人
は
、
神

札
所
か
ら
配
ら
れ
た
形
代（
人
形
・
ヒ
ト

ガ
タ
）に
自
分
の
姓
名
と
年
齢
を
書
い
て
、

体
の
具
合
の
悪
い
と
こ
ろ
を
撫
で
、
3
度

息
を
吹
き
か
け
た
も
の
を
参
拝
者
に
託

し
て
持
っ
て
行
っ
て
も
ら
う
。
す
る
と
、

神
社
で
は
穢
れ
を
遷
し
た
形
代
を
祓

い
清
め
て
く
れ
る
。
そ
の
後
、形
代
は
、

「
形
代
流
し
」と
称
し
て
田
川
に
流
し

た
時
代
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
境
内

で
お
焚
き
あ
げ
さ
れ
る
。

　

か
つ
て
、
日
本
人
は
一
年
を
2
期
に

分
け
、
前
半
の
始
ま
り
は
正
月
、
後

半
は
盆（
旧
暦
で
は
7
月
1
日
が
盆
の

始
ま
り
で
あ
る
）と
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
最
後
の
日
、
つ
ま
り
6
月

と
12
月
の
晦
日（
最
後
の
日
）に
は
禊

を
行
い
、
身
を
清
め
て
か
ら
新
た
な
時

節
を
迎
え
た
。
こ
れ
が
大
祓
で
あ
る
。

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
の
夏
越
し
の
祓

が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
か
は
定

か
で
な
い
が
、
日
本
に
お
け
る
大
祓
の
所

見
は『
古
事
記
』に
見
ら
れ
、『
延
喜
式
』

に
は
、
祓
草
と
し
て
麻
の
葉
が
使
わ
れ
た

こ
と
や
6
月
晦
日
に
読
み
上
げ
る
祭
文
が

記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化
3

（
1
8
0
6
）年
に
刊
行
さ
れ
た『
諸

国
図
会
年
中
行
事
大
成
』に
は
、
茅
の

輪
を
く
ぐ
る
人
々
の
様
子
が
描
か
れ
、

当
時
の
行
事
の
様
子
が
わ
か
る
。

　

茅
の
輪
は
、
当
日
の
午
前
中
に
宇

都
宮
二
荒
山
神
社
の
神
官
な
ど
の
手

で
作
ら
れ
る
。
イ
ネ
科
チ
ガ
ヤ
属
の

多
年
草
で
あ
る
茅
は
、
日
当
た
り
の

よ
い
土
手
な
ど
に
群
生
し
、
屋
根
材

な
ど
に
も
使
用
さ
れ
た
身
近
な
植
物

で
あ
る
。
そ
し
て
、強
靱
な
根
と
青
々

と
し
た
葉
は
、
強
い
生
命
力
を
感
じ

さ
せ
、
剣
の
よ
う
に
先
端
の
尖
っ
た
葉

は
、
魔
を
除
け
る
も
の
と
し
て
信
仰
さ
れ

た
。
茅
の
輪
は
、
割
竹
で
作
っ
た
心
棒
に

束
ね
た
茅
を
く
く
り
つ
け
、
紐
で
縛
っ
て

形
を
整
え
る
こ
と
で
完
成
す
る
。
例
年
、

多
く
の
市
民
が
、
神
官
の
先
導
で
茅
の
輪

を
く
ぐ
り
、
身
に
つ
い
た
穢
れ
や
厄
災
を

茅
に
遷
し
て
、
新
た
な
半
年
を
迎
え
る
。

　

夏
越
し
の
祓
は
、
疫
病
が
流
行
し
や

す
い
夏
を
乗
り
越
え
、
残
り
の
半
年
を

健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
う
信
仰
で
あ

る
。
ま
た
盆
を
前
に
穢
れ
を
払
う
と
い

う
意
味
も
あ
る
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
肉
体
的
に
も

精
神
的
に
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
災
難
の
一
日
も
早
い
終
息
と

今
後
の
安
寧
を
願
う
こ
と
は
、
人
々
共
通

の
願
い
で
あ
ろ
う
。
時
節
柄
、
夏
越
し
の

祓
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

うつのみや

歴史民俗
紀行

歴史民俗紀行
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第03回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20206月 〜   7月 水無月─文月

※新型コロナウイルスのため各イベントが中止となっている関係から「しもつけ歳時記」を休載とします。

『諸国図会年中行事大成』（臨川書店から復刻されたものを転載）
文化3（1806）年刊行。速水春暁斎の著で全6冊からなる。
正月から6月まで、1冊ごとにその月の神事、祭礼、年中行事などを解説している。

茅の輪くぐりの様子（令和元年・宇都宮二荒山神社＝写真提供）

宇都宮二荒山神社の夏越しの祓
栃木県立博物館 人文課長  篠﨑  茂雄
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１
８
６
７
（
慶
応
３
）
年
、
渋

沢
栄
一
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
ま
し

た
。
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
パ
リ

万
博
を
計
画
し
、
徳
川
幕
府
に
使

節
団
を
送
る
よ
う
求
め
て
き
た
の

で
す
。
栄
一は
そ
の
随
員
と
し
て
選

ば
れ
、
約
２
年
弱
の
あ
い
だ
、
パ
リ

を
拠
点
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
回
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特
に

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
資
本
主
義
経

済
の
威
力
を
身
に
し
み
て
実
感
し
、

帰
国
後
に
日
本
に
そ
れ
を
移
植
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

と
き
に
彼
が
武
器
と
し
た
の
が
、

そ
の
好
奇
心
と
探
究
心
だ
っ
た
の
で

す
。

　

彼
は
「
新
し
い
も
の
は
何
で
も

楽
し
ん
で
み
よ
う
」「
学
ん
で
み
よ

う
」
と
い
う
性
格
の
持
ち
主
で
し

た
。
実
際
、
乗
船
中
の
日
記
に
こ

ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
カ
フ
ェ
と
い
う
豆
を
煎
じ
た
湯

を
出
す
。
砂
糖
、
牛
乳
を
加
え
て

こ
れ
を
飲
む
。
胸
が
と
て
も
ス
ッ

と
す
る
」

　

普
通
、
和
食
し
か
知
ら
な
い
日

本
人
が
は
じ
め
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん

だ
ら
、「
何
だ
こ
れ
は
」
と
な
っ
て

も
お
か
し
く
な
い
で
し
ょ
う
。
よ
く

レ
ス
ト
ラ
ン
に
いっ
て
、
知
ら
な
い
料

理
は
注
文
し
な
い
人
と
、
新
奇
な

も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
楽
し
む
人

が
い
る
、
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
栄 

一

は
完
全
に
後
者
の
タ
イ
プ
だ
っ
た
の

で
す
。

　
パ
リ
に
着
い
て
か
ら
も
、
病
院
を

見
学
し
た
り
、
オ
ペ
ラ
を
見
た
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
各

国
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
後
を
見
据

え
た
経
済
活
動
の
正
常
化
へ
の
道
を
探

る
動
き
が
報
道
さ
れ
始
め
て
い
る
。
と

は
い
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
ワ
ク
チ
ン
、
免
疫
な
ど
に
よ
って
本
格

的
に
鎮
静
さ
れ
な
い
限
り
、
人
命
を
守

る
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
、
生
活
を
守

る
た
め
の
医
療
、
経
済
を
含
め
た
さ
ま

ざ
ま
な
緊
急
対
策
が
優
先
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
こ
の
前
提
に
お
い
て
、
経
済

活
動
の
正
常
化
へ
の
道
を
同
時
に
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
経
済
活
動
の
正
常
化
に
向
け
た

政
策
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
以
前

の
経
済
・
社
会
に
戻
す
こ
と
を
一
義
的

な
目
的
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の 

一

方
、
全
て
を
戻
す
こ
と
が
難
し
い
と
の

前
提
に
立
つ
識
者
が
存
在
す
る
。
例

え
ば
、
米
国
の
元
国
務
大
臣
で
あ
る
ヘ

ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後
の
世
界
は
、
そ
れ
以

前
の
世
界
と
は
決
し
て
同
じ
に
な
ら
な

い
の
が
現
実
で
あ
る
」（
２
０
２
０
年
４

月
３
日　

ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー

ナ
ル
寄
稿
文
）。
こ
れ
は
世
界
の
秩
序

を
評
し
て
の
表
現
で
あ
る
が
、
事
業
・

企
業
単
位
の
ミ
ク
ロ
の
世
界
で
も
同
様

の
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
未
曾
有
の
経
済
危
機
の
状
況
下

で
も
時
勢
の
動
き
、
つ
ま
り
変
わ
る
も

の
と
変
わ
ら
な
い
も
の
を
見
極
め
て
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
と
い
う
想
定
を
拭
い

去
る
こ
と
も
一
考
に
値
し
よ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
後
の
世
界
で
は
具
体
的
に

何
が
変
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一の

変
化
と
し
て
、
国
を
問
わ
ず
政
府
が

国
民
に
対
し
て
強
制
的
に
社
会
的
距
離

（Social distance
）
を
取
る
こ
と

を
求
め
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
後
も
こ
の

行
動
は
定
着
し
、
対
面
取
引
を
回
避

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
取
引
を
選
択
す

る
顧
客
が
増
え
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ

う
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
に
よ
り
、
特
にB to C

で

オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
が
主
流
に
な
る
と
い

う
構
造
的
な
変
化
は
す
で
に
想
定
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
変
化
が
想
定
よ
り
も

早
め
に
実
現
さ
れ
得
る
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
に
、密
閉
、密
集
、密
接
の
〝
３

密
〟
を
伴
う
物
理
的
な
空
間
を
回
避

す
る
こ
と
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
安
全
・
安
心
な
空
間
へ
の
意

識
が
過
剰
に
高
ま
る
恐
れ
が
あ
る
。

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
後
に
は
、
５
Ｇ
の
導

入
後
押
し
も
あ
り
、
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間

で
個
々
人
が
つ
な
が
る
世
界
が
拡
張
さ

れ
る
。
過
剰
な
意
識
が
ニュ
ー
ノ
ー
マ
ル

に
な
れ
ば
、
物
理
的
な
〝
３
密
〟
を

伴
う
こ
と
で
付
加
価
値
を
生
ん
で
き

た
業
界
への
影
響
は
大
き
い
。

　

そ
の
一
方
、
変
わ
ら
な
い
も
の
は
何

で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
上
記
の
二
つ
の

変
化
が
あ
っ
て
も
、
喉
元
過
ぎ
れ
ば
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、〝
人
の
行
動
原
理

は
そ
ん
な
に
簡
単
に
変
わ
ら
な
い
〟
こ

と
で
あ
る
。
緊
急
事
態
宣
言
、
ロッ
ク

ダ
ウ
ン
に
よ
っ
て
特
定
の
空
間
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
経
験
が
ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ

て
、
安
全
・
安
心
が
確
認
で
き
れ
ば
、

人
と
の
物
理
的
な
空
間
の
シ
ェ
ア
、
人

と
人
と
の
物
理
的
な
つ
な
が
り
を
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
人
が
求
め
る
よ
う
に
な

る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
人
は
バ
ー

チ
ャ
ル
と
リ
ア
ル
な
空
間
の
バ
ラ
ン
ス
が

極
端
に
崩
れ
る
の
は
耐
え
ら
れ
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
気
持
ち
の
発
散
、

解
放
が
急
速
に
物
理
的
〝
密
〟
を
求

め
る
と
い
う
行
動
と
し
て
表
れ
る
こ
と

も
あ
り
得
る
。

　

次
に
変
わ
ら
な
い
も
の
は
、
社
会
的
、

精
神
的
な
〝
密
〟
を
人
は
常
に
求
め

続
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

物
理
的
な
密
を
伴
う
顧
客
接
点
が
当

た
り
前
で
あ
っ
た
企
業
は
顧
客
と
の
精

神
的
か
つ
社
会
的
な
〝
密
〟
を
維
持

す
る
こ
と
に
今
ま
で
以
上
に
注
力
す
る

必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
コ
ロ
ナ
禍
は
企

業
に
対
し
て
、
顧
客
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー

を
試
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
既
存
の
顧
客
接
点
で
い
い
の
か
、

顧
客
本
位
方
針
で
い
い
の
か
、
そ
の
方

針
の
ま
ま
で
顧
客
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー

は
維
持
で
き
る
の
か
、
改
め
て
見
直
す

絶
好
の
機
会
と
い
え
る
。
こ
の
顧
客
の

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を
維
持
す
る
方
法
に

知
恵
を
絞
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
従
来

の
延
長
線
上
で
考
え
て
は
難
し
い
。
顧

客
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を
維
持
す
る
た

め
に
既
存
の
や
り
方
を
変
え
る
よ
う
な

「
創
造
的
破
壊
」
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
よ
う
な
顧
客
ロ

イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を
確
立
で
き
れ
ば
、
さ

ま
ざ
ま
な
危
機
の
耐
性
は
大
幅
に
高

ま
る
の
で
は
な
い
か
。

（
４
月
24
日
執
筆
）

「
コ
ロ
ナ
禍
が
試
す

　
　
　  

顧
客
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
の
維
持
」

株
式
会
社
大
和
総
研
　
金
融
調
査
部
　
主
席
研
究
員  

内
野 

逸
勢

潮流を読む

と
精
力
的
に
動
き
回
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
な
か
で
、
次
の
よ
う
な
経

験
も
し
て
い
ま
す
。

　
「
は
じ
め
て
見
た
新
聞
紙
と
い
う

も
の
は
、
小
さ
い
こ
と
は
世
間
万
事

の
出
来
ご
と
よ
り
、
大
き
い
こ
と

は
国
家
の
差
し
迫
っ
た
重
要
問
題
に

い
た
る
ま
で
、
い
ち
い
ち
こ
れ
を
報

道
し
て
世
間
一
般
に
広
く
知
ら
し

め
る
面
白
い
も
の
で
、
同
時
に
非

常
に
重
宝
な
も
の
だ
と
思
い
ま
し

た
」

　

こ
の
経
験
か
ら
栄
一
は
、
情
報

流
通
の
重
要
さ
と
、
情
報
の
イ
ン
フ

ラ
が
「
紙
」
で
あ
る
こ
と
を
見
抜

き
ま
し
た
。
こ
れ
が
後
の
、
王
子

製
紙
や
今
の
日
本
経
済
新
聞
社
の

設
立
に
繋
が
っ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
彼
は
パ
リ
で
お
世
話

に
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
「
公
債

を
買
う
と
い
い
」
と
勧
め
ら
れ
て
、

実
際
に
フ
ラ
ン
ス
の
政
府
公
債
と
鉄

道
公
債
を
購
入
し
ま
し
た
。
帰
国

の
前
に
売
っ
た
と
こ
ろ
、
鉄
道
公
債

は
値
上
が
り
を
し
て
い
て
、
そ
れ

な
り
の
利
益
が
出
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
経
験
が
、
日
本
で
の
証

券
市
場
の
設
立
に
も
繋
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
さ
し
く
強
い
好
奇
心
と
探
究

心
あ
っ
て
の
日
本
の
近
代
化
だ
っ
た

の
で
す
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
昨
今
、
一
人
あ
た

り
の
生
産
性
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
、
お
隣
の

韓
国
に
も
抜
か
れ
る
よ
う
な
状
況

下
、
も
う
一
度
海
外
に
学
び
直
す

と
いっ
た
姿
勢
を
日
本
は
強
く
持
つ

べ
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

第3回

作家・
グロービス経営大学院
客員教授

守屋　淳／もりや・あつし

　１９６５年生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。現在は作家として『孫子』『論語』『韓非
子』『老子』『荘子』などの中国古典や、渋沢栄一などの近代の実業家についての著作を刊
行するかたわら、グロービス経営大学院アルムナイスクールにおいて教鞭をとる。著訳書に34
万部の『現代語訳　論語と算盤』や『現代語訳　渋沢栄一自伝』、シリーズで20万部の
『最高の戦略教科書　孫子』『マンガ　最高の戦略教科書　孫子』『組織サバイバルの
教科書　韓非子』などがある。２０１８年４～９月トロント大学倫理研究センター客員研究員。

渋
沢
栄
一
と

そ
の
思
想
に
学
ぶ

S
hibusaw

a E
iichi 

　

Learn from
 that thought

「
好
奇
心
と
探
究
心
」

株式会社 大和総研　
金融調査部  主席研究員   内野 逸勢／うちの・はやなり

　１９９０年慶応義塾大学法学部卒業。大和総研入社。企業調査部（金融サービス担当）、経営コンサルティング部（金融機関担
当）大蔵省財政金融研究所（１９９８～２０００年）出向などを経て現職。専門は金融・資本市場、金融機関経営、地域経済、グローバ
ルガバナンスなど。主な著書・論文に『ＦｉｎＴｅｃｈと金融の未来～10年後に価値のある金融ビジネスとは何か？～』２０１８年４月、共著
（主著）、『ＪＡＬ再生　高収益企業への転換』日本経済新聞出版、２０１３年１月、共著。ＩＡＡＳＢ　ＣＡＧ（国際監査・保証基準審議
会　諮問・助言グループ）委員（２００５～２０１４年）。日本証券経済研究所「証券業界とフィンテックに関する研究会」（２０１７年）
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キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

6月
June

　　 MITOMAEBASHI
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　緊急事態宣言が解除されましたが、新型コロナ
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　「企業は環境適応業」と言われるように、アフターコロナの世界
に適応するために、今から課題を解決していくことが重要なのだ
と思います。
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当
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

過
剰
在
庫
を
抱
え
る
事
業
者
や
、

感
染
症
の
予
防
に
役
立
つ
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
で
き
る

事
業
者
の
情
報
を
、
当
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の「
消
費
応
援
コ
ー

ナ
ー
」に
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

5
月
に
サ
イ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
よ
り
見
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

　

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
デ
リ
バ

リ
ー
を
開
始
し
た
飲
食
店
や
、

今
し
か
買
え
な
い
特
別
価
格
商

品
な
ど
、
情
報
が
満
載
で
す
。

　

自
粛
疲
れ
で
気
分
転
換
に
お

い
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
方
や
、

日
々
奮
闘
し
て
い
る
お
店
や
企

業
を
応
援
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ

「
消
費
応
援
コ
ー
ナ
ー
」を
ご
利

用
く
だ
さ
い
！

【
掲
載
内
容
】

◎
飲
食
店
が
行
う
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
、
デ
リ
バ

リ
ー
な
ど
の
新
た
な
取

り
組
み

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り

過
剰
在
庫
と
な
っ
て
い

る
商
品

◎
感
染
症
の
予
防
に
役
立

つ
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
な

ど
※
本
ペ
ー
ジ
は
宇
都
宮
商

工
会
議
所
の
会
員
限
定

で
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

食べて、買って応援！！「消費応援コーナー」

水戸東照宮問合せ／	公益財団法人群馬県観光物産国際協会
	 ☎027-223-5800

　

群
馬
県
観
光
物
産
国
際
協
会

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
拡
大
に
よ
り
、
観

光
や
帰
省
等
を
自
粛
し
て
い
る

皆
様
の
た
め
に
、
当
協
会
が
運

営
す
る
通
販
サ
イ
ト「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ａ

ぐ
ん
ま
」（U

R
L

:http://w
w

w
.

casagunm
a.com

）
に
お
い
て

「
バ
ー
チ
ャ
ル
ぐ
ん
ま
物
産
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
物
産
事
業
者
の
商
品
を
お

求
め
に
な
り
や
す
い
価
格
で
多
数

取
り
揃
え
て
い
る
ほ
か
、
お
す
す

め
の
商
品
を
集
め
た「
ぐ
ん
ま
の

お
み
や
げ
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
」も

ご
用
意
し
て
お
り
、
ご
注
文
い
た

だ
い
た
商
品
は
ご
実
家
等
に
直
送

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ａ

ぐ
ん
ま
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

ＣＡＳＡぐんま
「バーチャルぐんま物産展」開催中です！

問合せ／	宇都宮商工会議所　総務部　広報担当
	 ☎028-637-3131　
	 https://www.ucci-support.com

場　所／水戸市宮町2-5-13
問合せ／実行委員会事務局（水戸東照宮社務所内）　☎029-221-3784

　

元
和
７（
１
６
２
１
）年
に
水
戸

藩
初
代
藩
主
徳
川
頼
房
公
に
よ
り

三
の
丸
地
区
宮
町
の
地
に
御
祭
神

東
照
大
権
現
徳
川
家
康
公
を
お

祀
り
す
る
た
め
に
創
建
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
地
は
霊
松
山
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
元
禄
12

（
１
６
９
９
）年
に
第
２
代
藩
主
光

圀
公
に
よ
っ
て
常
葉
山
と
改
め
ら

れ
ま
し
た
。
創
建
当
時
の
社
殿
は

国
宝
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け

て
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
20
年
８

月
２
日
の
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
空

襲
で
焼
失
、
そ
の
後
、
昭
和
37
年

７
月
に
現
在
の
社
殿
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

同
宮
は
、
令
和
３
年
４
月
に

創
建
か
ら
４
０
０
年
を
迎
え
、

「
水
戸
東
照
宮
創
建
４
０
０
年

祭
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
実
行
委
員
会
事
務
局

ま
で
。

《
水
戸
東
照
宮
創
建
４
０
０
年

祭
行
事
予
定
》

◎
令
和
３
年
４
月
17
日（
土
）

　

４
０
０
年
祭
記
念
大
祭

◎
４
月
24
日（
土
）

　

権
現
さ
ん
茶
話
会

◎
４
月
30
日（
金
）

　

水
戸
城
大
手
門
の
夕
べ

◎
５
月
１
日（
土
） 

　

水
戸
祭
禮
行
列

水戸東照宮

※新型コロナウイルス感染症の拡大により内容が変更する場合があります。最新の開催状況等は、主催者にお問い合わせください

「ぐんまのおみやげ」ギフトカタログ
（税込３,３００円＋送料）

消費者応援コーナー

栃
木
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
金
融

機
関
で
申
告
書
の
取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
栃
木
労
働
局
ま
た
は
労
働
基
準

監
督
署
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
た
め
、
電
子
申
請
・
郵

送
に
よ
る
提
出
を
積
極
的
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〈
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
〉

「
取
扱
店
申
請
書
」を
ご
記
入
の
う
え
、

事
務
局
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
す
る

〈
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
場
合
〉

専
用
申
請
フ
ォ
ー
ム
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請※
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
申
請

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
へ
の
新
規
登
録
が
必
要
で

す
。

【
換
金
方
法
】

使
用
済
み
飲
食
券
の
半
券
と
換
金
申
請

書
を
事
務
局
へ
郵
送
し
、
後
日
指
定
口
座

へ
振
り
込
み

※
最
大
月
３
回
の
振
込

※
郵
送
料
、
振
込
手
数
料
の
費
用
負
担

は
な
し

【
換
金
期
間
】　

７
月
１
日（
水
）
～

令
和
３
年
１
月
15
日（
金
）

い
た
し
ま
す
。

【
事
業
主
の
責
務
】

◎
雇
い
入
れ
・
離
職
時
の
届
け
出

◎
適
切
な
雇
用
管
理

　

令
和
２
年
度
の
年
度
更
新
の
手
続
き
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

踏
ま
え
、
次
の
通
り
３
カ
月
間
の
期
間
延

長
と
な
り
ま
し
た
。

　

労
働
保
険
料
の
算
定
方
法
は
、
平
成
31

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
31
日
ま

で
の
賃
金
総
額
に
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得

た
額
と
な
り
ま
す
。

　

概
算
・
確
定
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
、

栃
木
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
、
労
働
基

準
監
督
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
最

寄
り
の
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
、
郵
便
局

等
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
の

際
は
、
申
告
書
と
納
付
書
を
切
り
離
さ
ず

に
保
険
料
を
添
え
て
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
労
働
保
険
料
申
告
等
の
事
務
を

社
会
保
険
労
務
士
や
労
働
保
険
事
務
組
合

に
委
託
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
書
作
成
の
結
果
、
納
付
す

べ
き
保
険
料
が
発
生
し
な
い
場
合
、
口
座

　

宇
都
宮
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
大
き
い
飲
食
店
を

支
援
す
る
た
め
、
市
内
の
飲
食
店
で
お

得
に
使
え
る
飲
食
券
を
市
民
や
市
内
へ
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方
に
販
売
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食

券
の
取
扱
店
舗
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
登
録
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
募
集
店
舗
】

宇
都
宮
市
内
で
営
業
す
る
飲
食
店

（
飲
食
を
提
供
す
る
ホ
テ
ル
等
を
含
む
）

※
３
密
対
策
実
施
店
舗
の
み

※
飲
食
券
の
対
象
サ
ー
ビ
ス
は
、
店
内

に
お
け
る
飲
食
の
ほ
か
、
デ
リ
バ
リ
ー
や

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
含
む

※
た
だ
し
、
反
社
会
的
勢
力
で
な
い
こ

と
、
及
び
反
社
会
的
勢
力
と
密
接
な
関

係
を
有
し
て
い
な
い
こ
と

【
応
募
期
間
】

《
第
２
期
》　

６
月
11
日（
木
）
～
６
月
24
日（
水
）

《
第
３
期
》　

６
月
25
日（
木
）
～
10
月
23
日（
金
）

※
第
1
期
の
募
集
は
、
6
月
10
日
で
終
了
。

第
2
期
に
応
募
い
た
だ
い
た
取
扱
店
は
飲

食
店
購
入
者
へ
窓
口
で
配
布
す
る
取
扱
一

覧
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。（
増
刷
分
か
ら
）

【
応
募
方
法
】

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募（
10
月
23

日
ま
で
受
付
）

　

6
月
は「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月

間
」で
す
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
外
国
人

労
働
者
の
失
業
の
予
防
や
再
就
職
の
促

進
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改

善
を
推
進
す
る
た
め
に
、
外
国
人
雇
用

状
況
届
け
出
制
度
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
関
係
事
業
主
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

令
和
２
年
度
労
働
保
険
年
度
更
新
の
申
告
・
納
付
期
間
は
８
月
31
日
ま
で

宮
の
食
べ
ト
ク
⤴
チ
ケ
ッ
ト 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
券
取
扱
店
募
集
中

外
国
人
雇
用
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に
！

問合せ

栃
木
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
2
8-

6
3
4-

9
1
1
3

問合せ

宇
都
宮
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
都
宮
駅
前
プ
ラ
ザ
）

☎
0
2
8-

6
2
3-

8
6
0
9

労働保険年度更新申告・
納付期間

令和２年
６月１日～
８月31日まで

令和２年
６月１日～
７月10日まで

新

旧

宇
都
宮
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
経
済
対
策
実
行
委
員
会

（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
券
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
）

☎
０
２
８-

3
4
1-

6
2
0
9

（
平
日
10
時
～
17
時
）

問合せ

オンライン
申請フォーム



（
税
込
）

6

10

2


